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戦争、災害・・・失われて気づく！

「日常」を愛して

５月１７日詩人、長田弘さんのインタビュー記事が毎日新聞にこの見出しで掲載
されました。

その中で「日常愛」とは何か？の問いにこう答えられています。「それが生活様
式への愛着です。大切な日常を崩壊させた戦争や災害の後、人は失われた日常に気
づきます。平和とは日常を取り戻すことです。」と言われています。また全詩集に
は、日本軍兵士の陣中日記を引いた詩の中で【焼きのり、焼き塩、なめ味噌、辛漬、
鯛でんぶ、牛肉大和煮・・・戦争に行った男の遺した戦争がくれなかったもののリ
スト】「戦争はこうして、私たちの生活様式を裏切ってきました。こういう確固と
した日常への愛着を、まだずっと書き続けたかった。戦後７０年の今、失われよう
としているものがいかに大切かということを・・・」とも言われています。

安倍首相がいう「米国の戦争に巻き込まれることは絶
対にない！」「戦争法案などといった無責任なレッテルは
全くの誤りだ！」・・・は本当だろうか？

長田弘さんの言葉と裏腹に現在安倍政権は５月１４
日、安全保障関連法案を閣議決定しました。この法案は
集団的自衛権の行使を可能とし、憲法９条に基づく専守
防衛を根幹としてきた安全保障政策の歴史的な転換（憲
法９条の実質的な破棄）に道を開く内容になっています。
新法１法・現行１０法の改正（１０法をまとめて平和安
全法整備法案）の２本立てで国会会期を延長して７月末
に法案化を急いでいます。その日の記者会見で安倍首相
は「時代の変化から目を背け、立ち止まることはやめよ
う。子ども達に平和な日本を引き継ぐため、自信を持っ
て前に進もう。」と言っています。まさに表ではきれい事
を並べ腹の中は戦争できる道づくりに突き進んでいます。

今こそ私たちは詩人、長田弘さんが言われている「日
常愛」について冷静に見つめ直す必要があると思います。
そのことを通じていかなる戦争政策にも「ＮＯ」を突き
つける声をだして行きたいと思います。




